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今年度も５月～７月にかけて「社会福祉協議会普通・賛助会員会費」「日赤活動資金」
「赤い羽根共同募金」の受付がはじまりました。期間中、各地区の公民館にて社協会費や
募金等を財源にセミナー等を開催し、会場内にて出張窓口を設けております。皆様の
ご参加・ご協力をお待ちしております。

社協活動周知運動が始まりました！
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春の暖かさとともに一気に開花が進んだ今年の桜。不安定
な天候が続く中、各事業所では晴れ間を見計らっていちいの
里やスカイパークへお花見に出かけました。利用者の皆さん
は、移り変わる春の景色を笑顔で楽しまれていました。

　救急救命実習では、胸骨圧迫やAEDの使用方法を体験しました。参
加者は真剣な表情で取り組み、「実際に体験することで、もしもの時に
行動できるイメージが持てた」と話していました。
　終盤の振り返りでは参加者から、「参加者同士で会話しながら楽しく
体験できた」「初めて体験する
ことも多く、とても勉強になっ
た」「体験して覚えることの大
切さを感じた」などの感 想が
寄せられました。また、「繰り

返し体験することで身に付くので、今後も定期的に開催してほしい」「新
しい人とのつながりができた」「地域に防災士会があることが頼もしい」
といった声もあり、地域の防災意識とつながりを深める有意義な機会
となりました。

　５月13日(水)小学校東側の忠魂碑境内にて、令和８
年度山形村戦没者・海外移住物故者合同慰霊祭が仏
式にて執り行われました。遺族の皆さまをはじめ約70
名の関係者にご参列いただきました。読経の響く中、参
列者一人ひとりから焼香が供され、先の大戦により犠

牲となられたご英霊を追悼し、恒久平和を願いました。
　遺族会長より、「戦争の記憶は遠のいており、遺族
の高齢化も進んでいる。戦争を繰り返さないため
に、語り継いでいくことが私たちの務め。世界の恒
久平和を願う。」と挨拶がありました。

お花見へ！お花見へ！お花見へ！お花見へ！
青空を味方に青空を味方に青空を味方に青空を味方に

「山形村防災体験会」を開催「山形村防災体験会」を開催
“体験”を通して防災を学ぶ“体験”を通して防災を学ぶ

　山形村社会福祉協議会と山形村防災士会は、5月9日（土）山形村保健
福祉センターいちいの里において、「山形村防災体験会～“いざ”という
とき判断して行動できる人になる～」を開催しました。
　この体験会は、山形村社会福祉協議会による社協活動周知運動の一
環として行われたもので、会場では社協会員会費や赤い羽根共同募金、
日赤活動資金への協力受付も併せて実施されました。

　当日は、一 般参加者に加え、山形村防災士会メンバー、松本市
防災士部会・朝日村防災士会からもご協力いただき、地域ぐるみで
防災について学び合う機会となりました。
　今回の体験会は、「災害を自分ごととして捉え、“いざ”というとき
に自分で判断し行動できる力を身に付けること」を目的に企画した
ものです。単に知識を学ぶだけではなく、実際に“体験すること”を
重 視し 、参 加 者 が 楽しみ な がら防 災 に 触 れ られる5つ の 体 験
コーナーを設置しました。

　段ボールベッド体験では、避難所生活での衛生面や健康面への配慮
について学びながら、実際にベッドを組み立て、寝心地や高さを体感し
ました。簡易トイレのコーナーでは、断水時のトイレ問題の重要性につ
いて説明を受け、非常時の使用方法を確認し、「食料だけでなくトイレ
の備えも大切だと実感した」という声も聞かれました。
　防災食の食べ比べでは、アルファ米の非常食を試食し、「思ったよりおい
しい」「普段から食べ慣れておくことが大切だと思った」といった感想が寄せ
られました。また、ロープワーク講座では、災害時だけでなく日常生活でも役
立つ基本的な結び方を練習し、参加者同士で教え合う場面も見られました。

段ボールベッド

簡易トイレ簡易トイレ

防災食

救急救命

ロープワーク

（文責：山形村防災士会 田村守康）

芝桜も満開！

みんなで
見る桜は
綺麗だね～

令和８年度 山形村戦没者・海外移住物故者合同慰霊祭
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イベントの詳細についてはホームページをご覧ください。 地域活動の日程掲載を希望される方は、下記までご連絡ください。

開催日時 イベント名 場 所 主催者

7月・8月の予定

みんなで
体験！

　5月16日（土）下大池公民館において「レク用具
体 験 会 」を開 催し、『 輪 投 げ 』『ラダーゲッター』

『屋内用ペタンク』の種目を体験していただきました。

　また、同時開催として地域のボランティアの方々に
よる「アロマストーン作り」も行われ、ご家族皆さまで
楽しんでいただける貴重なひとときとなりました。

今回体験した用具のほかにも、様々なレクリエー
ション用具の貸出を行なっています。詳細は、ぜひ
ホームページをご確認ください！

貸出備品の
ご案内

貸出備品の
ご案内

貸出申込は
こちら

レク用具体験
会

7月には社協活動周知運動として「健康セミナー」「食育セミナー」

を開催いたしますので、ご参加・ご協力をお待ちしております。

10:00～7月11日（土） 子ども食堂実行委員会キッチン和っこ 農業者トレーニングセンター

13:30～７月15日（水） 男性向けサロン 山形村社会福祉協議会コミュニティハウス建部の里

12:00～8月28日（金） なかよしクラブ 山形村社会福祉協議会保健福祉センターいちいの里

10:00～8月8日（土） キッチン和っこ 子ども食堂実行委員会農業者トレーニングセンター

終日8月2日（日） スマイルみどりん 山形村社会福祉協議会農業者トレーニングセンター

山形村社会福祉協議会健康セミナー（社協活動周知運動） 小坂公民館7月8日（水） 13:30～

山形村社会福祉協議会男性向けサロン コミュニティハウス建部の里7月28日（火） 13:30～

8月5日（水） 終日
夏休み子どもひろば 子どもひろば実行委員会

下大池公民館

8月6日（木） 終日 農業者トレーニングセンター

10:00～7月28日（火） 山形村社会福祉協議会上大池コミュニティセンター食育セミナー（社協活動周知運動）

アロマ
ストーン

作り

ラダー
ゲッター


